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1．はじめに

はとんとあらゆる相野の．＝蘭は、心理ツや物作て明それという少数の例外か

考えられるとしても、人mjにかかわる■J抽力（。110SeSllumとllnCS）と人肌以外のも
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吋ポプラ／ス．．J拉）【日を．謝」、（．■．日日

のにかかわる刊丙（chosesextra－humalneS）のホ1り方に言及する。はたして、小

脱なとの文’即勺言説、人文・社会分野なとの村T的言説、そして、本船におい

て川拉）対象とする新聞や雑誌なとの報道的言．．鋸ま、いずれもがそのl．l．」力の事

柄を喚起する。

ところで、人閲にかかわる事柄は、人問の．掛．1劫の竹矧こ状ついて3つのカ

テコリーに大別できる。人間の心叫状態（飢atspsychologlqueS）、人間の言言．勺

行端h雨邸LmgulStlqueS）、人「問の身体行為（aetesphyslqueS）の3つがそれで

ある　フラノスの口■躇報道文もまた、これら人借Jの諸活動の3つのカテコリー

にかかわる．．▲∪ほ展用弓る場であることはいうまでもないか、本稿では、これ

レJのl大伴〕2番Uのカテコリーである「人間の言語寺了為」に臥■人をあてることに

したい。）とはい－〕ても、1占侶」為なるものが心理状態や身体fJ為と溶接に「粗辿

㌻るものだということもまた、疑いを容れない・甘美なのであり、さらにいえは、

純附こnu佃なり路とというものは実際には存／lしないとまで且しわれるので

あ1て、この∴黒こついての留保を有っておく必要かあるだろう。

さて、フラノスの祇誌の記者が「人間の言語わ鵜」にとのように〔及するの

か右脚JHるという本稿の1日的は、いいかえれば、フランスの報道文におい

てl．日は」（sLyledlSCurSlf）かとのように取り扱われているかを分析すること

にはかなりない。このような．色、味において捉えられた「．活法」とは、したがっ

て、．1表音による人間の言‖酎√為の喚起という広いニュアンスを百するもので

ある‖そして、そのような喚起の形態としては、直接的なものやmJ掛lくJなもの、

あるいはまた、網羅的皿ものや断11的なものなとの怖々の形態が考えられるけ

れとも、諭′古、を紘一）て考案するという勧ノー三から、本稿では、網揃的なものも断

J川ノ」ノJものも含めて、1としていわゆる「lrl胤．桁ム」のみを分析の朴＝にのセ

ることにするl。

次に、われわれぴ）コーハスについてであるが、プラ／スの代表的な紙誌であ

る週日誌1虻bm郡とlけり紙上ビルわれdp∵’から、それぞれ1つのサミ　ノトl美J油

の。州群をこの論考では糊り1ける。そのような選択にあたっては、記・」トの題

材の′甥Mという71′ククーを考慮したのはいうまでもないが、やや遺憾なこ

とながら、これらの．．J事酢よまったくIuトの馴材をめくるものではない。
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時里7ラ／ス語のIlllは．∫占法（吉日I）

ム助preぶぶ誌のそれは2001叶4月20川企）～22L川l）にケへソク巾で開催された南

」ヒアメリカ・サミ　ノトについてのものだし、ムp几加mdp紙のそれは200n年12J1

7LH木）～11H（川にニース巾でl朴催されたヨ一口ソパ・サミ　ソトに関するもので

ある。これは、uq町制誌が毎週木曜日に発音」される週川p上、であ一Jて、日刊

のLe」Wonde紙との問にタイムラクがわれすることに起l人1するが、はたして、

たとえはム署JpreS書誌では、ヨ一口ノバ・サミ　ソトに対して、われわれの資料

体となるに十分なたけの紙帖が割かれなかったのであるr－　また、l司誌による向

北アメリカ・サミ　ソトの取りlけ力にしても、実際には、それの全休をl卜血か

らム々するというよりは、米ノ川向偶の関係という視野に立1てカナタ側の批点

からそれを眺めるというものである。したがって、厳漱な意味での比較対照分

析を行うことは、本稿においては望む／＼くもない。むしろ、ある程度の題材l

の等質性を百し、量的にもたがいにハラノスのとれた記■佃群を、1つずつ週1－r」

誌と日刊紙から選ひHiしたうえで、必要なときにそ〃）ような制限内でl山】者を対

照的に比較してみるというのか、この論考でのわれわれのスタンスである。

そういうものとしての本稿のコーパスを、以卜に只休的に列挙しておこう

（括弧内は、本船で川いるそれぞれの。己新の略弓である）。

a）ケへノク・サミ　′卜に関する2001年4J12611付目旬椚即誌仙㈹販）の

pp26－30の記事田

1）Canada－Etats－UnlSlematchln6gal（SQl）

2）ChrlStOT）her Sands　机）nppeurexag6rきe》（SQ2）

3）MarlCMalavoy　≪lJormerunfoyerder6sIStanC（1COmmurl》（SQ3）

4）PascalLamy　《M】SOnSSurleInulhlatさral》（SQ4，SQ2～4はそ

れぞれ本体j己かSQlに付け加えられたインタヒュー記IiLである）

b）ニース・サミ　ソトに閲づる2000咋12日12日＝」元几九州か紙のpp1－3およ

び1）21の記車即

日　Hurope arcorl（lmlnlmalaNlre（SN＝

2）LeSommetdeNlee，nOuVCllo礼apeVCrSl’Eur・OPCdosvlngt－hult（S

N2，≪LaparltbFran（・e－Allern輔fleeStmalnLenuビ≫と題する套急報を

含む）
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rl川フランス語のIrrl胤．tr」、（．Hl1）

：）SurlesquaLredossIOrSdelar6formedeslnStltuLIOnS，lcsr6sultats

SOnttrELSlnf6rleurSauXamblt10nSafflCh6es（SN3）

1）D’autrosmesurcspouruncfhropeplusもCltOyenne》（SN4）

5）TuLolem（、lltS，alt（、11CaLlOnS，fatlguedansIosぐOulolrS（SN5パLa

IllIUn一一en一礼altlJaSalal乱eI》と題する圭急報を含む）

6）Quatrf－anSl一（川rr6f16rhlraunPIOJetCOnStltut10rlneHSN6）

7）し11POLILsommcL（SN7）

2．発信者

IIH‡細道文におけるl■1僻．，．モ／」、を素朴かっl礼揖伸二表象するなレ）は、r『†ム連邦

Xかム連甘往Yを述べる　r述／＼るだろう，述へた］」と、肘。者である記者が、

之†．誹である読抑こ左、えている」というふうに小すことができるたろう〔，この

プ［1トタイプ（典巧り）はまた、報道文において血接。．法が脱立するための、必要

にしてl分なれりようだと思われる。これをフランス語で表せば、くL・紬1etteu－、＿

JOu‖一とlllSLeI叩POILtlau16叩teuトlectcur‥《Xdlt［dlra，adlt］Y》＞となる

たihうが、繕柳′」にJ5Lえると、このうちのくL’6metteur・TJOulnallSLerapportc

uu16C叩t（－ur－1crteur、u）邦分とキュメについては、血接詰法が報道文・Irに

山てくるたひに、それらが明ホされるとはいいかたいL、．．1■し和こよってそれら

が軒明に已・識されるとも必ずしもいえないし）しかし実際には、報道文が伸二出

るときに、肘．誹である．】己君がそこに存在しているということは紛れもない事

で左のであり、さらには、言己刊本休の」．■腿あるいは途巾に、．，J賞の／f在かなん

し、）かのjljで別冊されているものなのである。とりわけ、フランスで郷Jされる

祇誌では、日本山場了†とらIr！仁一）て、それそれJ）記車に執巨石である記宵の氏九

が†・」されることが多いr，フラノス山′‡報道文におけるl恒産日新ムについて論じる第

一坊として、その辺りの問題を粗目）lけることにしようし，受†‖宵である読轟こ

かかわる問題椚は、ここで扱うテーマとしては人きすさるので触れないことに

するか、ある意味において、倒．溝について語ることはそのまま受†‖ポについ

て言．当ることでもありうる∪
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時一日フランス…J押〕llJr抜目舌r」、（．1日）

ところで、石己事のレイアウト・人見HlL・リートなとには、∴己汀以外にも祇

誌の編集者かl某」†」している・rJ胎Plか人きい）ことに弧辻、lての記小切レイアウ

トは、むしろ編集ポのはう（叫一IHJであろうと」⊥しわれる。また、人見目し・り一

卜なとについても、記宵かそれら〃）執升をいけ■1しているLEはかきらず、それ

らを・lJl門に受けも〆」紬i菓スタソフがいる・rJ能刊が∫）る‖　りjLとヰ）、このような

留保をhったうえで、本稿では便‘l川勺に、記巾本日＼とともにそれらのィ、jl捌′J構

成要素も、すへて。己〃か頼、一1しているとかりに兄なすことにする「，

記が本†小こ．u省の氏γ．がィ、jされているかハかにかかわし18、人兄目しノやリー

トは、発信宵としての．訂杵の存在を誇小d‾るものである、それは■11に／．17カ、人

きく、したか一〉て、。JL抑二村するイン／＼クトも人きいということたけではなく、

［いい・lL叫伽粁性においてら日用昭にノくれる。つまり、．．J・日本休のlノ照の総柏を

前もって的潔に行っているというノさ一、で、記君の考えノノがそこに明確に打ち廿護

れるということであるr）また、あらかじめ．1J事本体叫ノ路をそのような服で小

すことによノ）て、‖Jポか　一仲の日ノ黎∫」日日を子い）ているとも兄なすことができ、

そういうに‖末で大兄出しやリートは、それレ）H休か直は．．．㌦／り　∵形態であると

いえる（イム迅省一一一記ハトノ身り

ここでは、その上1㍍臥▲・、から、SQlを＝イ本日′J・」珊」としてl附Jlけてみる

ことにLよう。ます、S Ql O）大見出L L〔〔laml（1日－tilLLILt，－しノmSle mat〔h

lnきga】》であるか、これは夫は、HQ4い被1「川者であるトトhlmyU）《La

zonedcILbrlC－6chan即nOrd－am6rlCalnC，un mLIL（－hln厘fll r1（、Strl■unc6t6un

816phar－し，ltゝHHL墓ltS－UIllS，et（lpl－iutlrゝ（1い＝Xill…－1之川X（letと111lt、tJeauぐOuPt）lus

modpste，le（1amadapt】pMpxlqtlP）という発．，をまとめたものにはかならな

い。なかでも、P Lと1111Y・が川いた′こunlll～ltt・111rl厘ubという比喩表現は、イ＼

定足詞を定起請小二変えることによ1て付目榊′Jニー⊥アンスが順し．■llされている貢

を除けは、そのままの彬か人見出しノ〃）なかで仙われている日．．耕作）プロセスに

沿った言い力をすれば、これは、人見州して快われていた∴葉か夫は胤址．jJ小

のなかに似てくる‥葉であるこしとに、。′君か叛へ椚ノ後で遡及伽こ1㌧つく例た

といえるし）

l購陳のことは、この入り」HLに続くリートのなかの㌧1日lL毎【ltlOIld（、onl）－
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時事フランス語の直接話法（111日

mlquerLOgnerlnd6pendancepolltlque》についてもいえる。この言葉は、今度

は、■ju亥記執こおける発信者自身の言葉である《Surtout．l’lnt6grat10n6con0－

mlque rO釘1enaturCllementrlnd6pendancepolltlque》を、いくぶん簡掛こ

したものである。したがって、ここでは文rFとおりに記者による自家弓日日がH

われているわけであり、その点で先の大見出しの例とは相違するが、引用の際

に多少の加‾「が施されている点と、このような形での引用という事実に読者が

遡馴勺に気もつく∴黒土、人見出しの例とまったく頬似している。

さらに、SQlのなかには付ち朗勺梢成要素として、ボックス中妃山しか1つ

設けられている。《“IlestdlfflCllepourunesourlSdedormlraVeeun616－

phallt”》という1－r葉がそれであるが、これは、当該記事において引用されてい

るPIミTrudeauHの言柴を、引Fll符つきでそのまま巾提小したものである。

記車（または貢己朝田）のなかに実際に登場する人物の言を川村しているという∴■1

では、先の大見出しの場合と似通っているが、こちらのほうは引用符を用いた

′化令なセンテンスとなっており、また、なんらの加Tも施されずに引用かなさ

れているという糾違′・点がある。さらに、ポノクス小鬼山しの形式が有する特竹

として、それの前後の比較的近いところで同様の文言が現れるはずだというこ

とが、読者によって叩日掛こ意識される。つまり、こちらの場合は、引用が読者

に上って遡及的に気つかれる人見出しやリートの場合と異なって、弓閲と云己弔

本体との才木目の相互関連件を、記者があらかじめ読者に町レ」、しているケース

たという特徴かある。

読者によって遡及的に気っかれるか、あらかじめ明Il糾こ意．識されるかといっ

た差異はあるものの、記事の付随的構成要素が記事本体の内香を予告的に提示

するという一点では、以lの3つの例はたがいに共通している。このような仕掛

けから化しる文体効果とは、とのようなものであろうか。おおまかにいって、

それは記事（群）全休のオフノェ性を高める効果だと考えられる。字句がこうし

たやりカで呼応しあうということは、岩己事（群）としてのまとまりを醸成し、一

種の□己完結竹をそれに寸ハうる。たとえは、詩文で脚韻が研まれると、吉の

響きあいというまとまりが創出され、文芸作占．】一としての「‘］己完結性が生まれて

くるが、報道云己車における本体と川柳勺要素との関係もそれとよく似ている。

一胱）－



時里フランス浩の【日産．．．trJ、（．」日日

そして、対象にまとまりやl▲1己完結JHが認められれば、一之ノ往うる和はそれをオ

ブ／ェとして眺めることになるはずであるU　すなわち、一般の言日加二川津酎ム建

機能をはたしおえてしまえば、もはや文・Trとしての存／】珊Ilが消散してしまう

けれとも、それとは対脈的に、多少なりともオフソェ刊を具えた言説は、その

ぷんたけ文章□休が情報k適切後もU売晋の脳帖こ7k続的に残るということであ

る。発信欄は、このようにして自らの存在を．．己小（椚）に別みこむのたといえる。

さらに、ここで見てきた　一〕川l鋸′州呈成要素は、同　一U）・コ日人rノ常をリ1なる

形態の卜にいい表すことによって、その意陳内容を反復独調しているというこ

とも注Uに他する。大見出しでは比喩的名詞句が、リートでuリ日日紆なしの所

蔵的節が、ホノクス小見出しではづ＝桝守つきの比Ul鋸′J節がそれそれ用いられて

いて、そのかきりではハリエーション豊かであるが、夫′削加こは同じ道Il人内在

がそれぞれにおいて表出されている、，すなわち、「ァメりカのノノを蘭にしてカ

ナダは決定的に芳蜘こ、ン＿たされている」ということを、これらの3つの11家∫Jl

用は練り返し述へているわけである。このようにして、SQlの発†日常である

貢己者は、■1日射己肇の」．Ⅲ瞳朝肌に小している。いいかえれば、記者の基本的考え

方や心的態度といったものか細り」に打ち山されている。したがって、そういう

意味でもまた、記小本困こ付随するこれらの要素は、発信賞である記省の存在

を際＼ンせ、それを膏小しているといえる。

ここまでは、文体美’1〕珊」にも訓対句′相加こも、報道1己事の付随的構成要素か

いかに発信署の〃在を浮き彫りにしているかを見てきたが、この辺りで、記事

本体に7．．1リrlを心、ずることにLよう。

記草やリートの末尾に卿．．省の氏名がのせLられることはよくあるか、記11本

休の内部で発言省の氏名が缶のLJれたり、　人称代缶U【r」か川いられたりするこ

とはない。それでも、記車の途中でさまざまな形態の卜に、肘．．君かl十分の存

在を誇小しているのは日々にして日に〆」くことである．、淡々とした加美のLl己述

を、そのような謹小性かセ［日豊の．了．寵だとすれは、それとは多かれ少皮かれ目

貫の異なるm所、つまり、肘．．苦がl′け汁1身ひ）行えノや存／尉明らかにしてい

るで．拍子が、われわれのコーパスのIllにもl■枚圧される（）そして、そのような倒．一

石の態皮としては　つのタイプがあるようた。日で）小†／l（J川い、ものから「「い、もの

－87－－



時事フランス詔のlH私用、（．lHl）

への順序で挙けるなら、それらは、評偶的態度（attltude6valuatrlCe）、文彩

的態度（attltudeflguratrlCC）、矧ILf的態度（attltude6motlOnnelle）、対L捌勺

態皮（attltudedlaloglque）の4つである。

これらのうち、誇小作は砥いが、最も糊繁に報道文中に表れてくるのは評旭

的態度である‖　たとえばSQlの冒頭部には、【百接請rJ、のt∠、連動前日こかかわっ

て次のような評価的下旬が見受けられる（強調はLl潤による，以下もr甜菜）

01）《LpXIX（、S16C］ea6L61es16cledesEtats－UnlS，leXXes16cIcseraceluldes

CanadlOnS≫，Pr6dlSaltCLn1896，nOnSanSaplomb，】ePremlermlnlStrlede

l■6p（）quC，WllfrldLaurlCr

02）Hn－6rJOnSeauX manlfestantsantlmOndlallSat10n，un SalmlgLOndlS dc

rlrOfpsslOnnelsdellextr6megaucheetdeslmplescltOyenSarm6sdebons

SCntlmentS，qulla quallf16sd’《enfants gat6S》，lepr毎Ident mexICaln，

VleentCFox，afflChaItunbeloptlmlSme　《PourlaprcmlbrcfoISdeson

hlStOlre，llAm6rlquelatlneauneChancedesortlrdolapauvret6》

前者においては、1896年当時のカナダ首相の発言が「ルかまい、」と、後宵に

おいては、メキ／コ大統領の楽観的発声が「おめでたい」と、。己者はやや雌蔑

〔！′Jな占州l山を卜しているか、いささかなりとも論評調の記事にあっては、発信薪

のこのような刑仙rl勺態度は、必ずといってよいほと表れるものなのだろう。，読

苦のほうもまた、とりわけ論評記巾の多いニュース週rり誌の場合には、文一竿の

端はして、記者が＝分H身の評価をこういうふうに斉し挟むことを予期してい

るはすであり、だから一舟封こは、読和こよってこうした評佃的態度に対して特

段の文体効果が認められることはない。

もっとも‥71′佃的態度が拙、ンした1文合体にわた1て表出される場合には、

一定の文体効架が感得されやすくなることも事実である

03）Ettantpispourlafiert6natlOnale！（SQl）

04）Maisilraudrabicnaboutir．（SN5）

03）では、l玉1内の人1‾授粁Jセンターか桁■J液イ＼足のためにアメリカの精液ノ＼ンク

に援助を求めたことを、いたって平静に受け止めたカナダ匹】民の心境に、04）

では、ニース・サミ　ノト最終日の深夜になっても妥協仁を仙l卜せないEU講座】

掴　－
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の打脳たちの心境に、．妃ポはそれそれHJをl■■1化しっっ、川l封こ、そうしたカ

ナタ人やそのような首脳たちを椰臆しノているr）他者の心刑せ．．、1′仙し代弁しっっ、

そこに榔喩的な謂J′をにじませるこの種の．．己述汰は、．1．LL馴　廿、j二でいうところ

の遵合法（assoClatlOn）と適しあつものかある。

。己者のこのような文彩的態伎首より附l川こノくしている例を、SQとSNから

それぞれlつずっ挙げることにしよう

05）Laslgnaturedestralt6S（ellbr〔1－6〔・hanきてCenl988ct1993（AIcna）ont

renf（）1、（事61■alrlmageducanoceanadicnau puissant remorqueuram6－

ri（1ain（SQl）

06）MalSllfaudrat）l（、rlLlbOutlr Letrfilt（、urLcnatrc，qulnFLSSur61■ensemblc

des n、paSdu sommet et dontlaeulSln（ゝ（、St（1叩ulS trLoIS）OurSle seul

Objetdesatisfactionunanime，araltt，aVOII（lLl■lln（、r）OuIIHILr）1uslalre

faceetlpsfonrt10nnalrPSqtllfontetrefontlestexte射止1nn6g（）ぐlatlOn

ontdcsmlnCSdopapiermaeh6（SN5）

これら2つの例のいずれにおいても、文彩が　重に川いられている′）05）では、

ammage－CanOe－rernOrqueLlrという出目l盆と、ranOeぐanadlCnお上ひPu】S－

santremorquourflmさrlCalnというIElTI喩とが組み「†わされて、イメーン件の

豊かな表現ができあがっており、発ィ．諸の文草家としての丁腕のはとが．，売捌こ

kわってくる。一方、06）では、アイロニーが迅続して川いられている。ニー

ス・サエ　ソトでの交渉か鮒レ■LLてしているなかで川日照叫叫用たけが全会一

致の？一肌己をえているlというのか、r明′笑を引き起こす痛烈な皮肉た上すれば、

r交捗文をつく十たりつくり直したりしている峨11の顔は航粧トトーかみつぶさ

れた紙）ひ〕ようた」という〃）は、合み笑いを．誘うフラ　ノク・ユーモア的な皮肉

たといえよう。ここでも、‖J賞の文彩lの／月えか追憶なく剰軍されており、そ

のすくれた文章家として叫勅rl」か日でン」、されている。

次に発H者の感付川′J態1法か文・ゝ．’・小に長日lされる場合であるが、これは比・肘l′J

数が少ないし、また、そこでは111断7ごJや感日野符仁とのりU揖【∴が必弓川いられるり

それだからこそ、とりわけ．，し用の肉J：・かじかにわれわれ．，克省の月に仁、わってく

るような印象が／lまれ、したか「て、記苦の人櫛rl′情竹郁明僚かつ直接的に浮

HL）



時車フランス語の山接。舌法（1T口1）

き彫りにな1てくる効果が山る。すでに挙けた03）の例においても、感嘆符を

ともなう形で、「国民としての誇りはこの際とうでもよい」というカナタ人た

ちの心佃こ封する、石己君の招きの感・情が表されていたが、巾断紆および感噸利

を川いた例を、さらにそれぞれ1つずつSQlから挙けることにしよう

（）7日）ansur”OntentleuXr6rent，aPrOpOSdecertalneSllmlteSlmr〕OS6cspar

lcsl）OuVOlrS r）ubllCS CanadlenS ala pulSSante r｝reSSe magaZlnt）am6－

rlCalnC，1es EtatsLUnlS menaCalCnt de r6vISer白Ia balSSeleurslm－

tJOrtatlOnS（1’aeler Canadlen Premi6rcs cibles，1cs aci6ries dcla cir－

COnSeriptiondeSheilaCopps，hministreduPatrimoine，Charg6cdu

dossicr．．．OntrouvauncomprY）mlSfavorablcauxlnt昌rgtsamE）rl（1alnS

OR）M6mcIP《ex（・er）tlOnCulturelle》，CnprlnClped昌fenduoparlesgouvornp－

mpntH（1’Ottawa pL de Qu6bec，eSt dansle colllmateur del’1ndustrle

i］m毎10alne LaColumblaVlentdPannoncerqu’elleenvISagealtdedoubler

d6SormalSSCSfllmsenfranGalSenuneSeuleverslOn，enドranrcIJeS

flicsncw－yOrkaisdcscom6dicspopulairespartcrontainsi，aMont－

r6al，aVeCllargotdeParisHlnPestpassarquelepubllequ6b6coISSy

07）では、アメリカ雑誌の輸入に対してカナタ、l帽か課した制litい＼の幸踊鉦一日．・．

として、アメリカ側かカナタ産鋼鉄の輸人道を別拭うるという威嚇を打った際

に、発絹とな←た問題をf【」、りするカナク文化大臣の選挙区にある製鋼所がまっ

1いこ愴王に挙けられたという、アメリカ側の応酬のあけすけなやり二小二記省は

絶句している。08）では、アメリカの映画会社Columblaが、［1社製作映画の

フランス．，吾への吹き習えを、フランスでhうそれに一本化することを考慮中た

と発表したのを受けて、モノトリオールの観客が′ヾり風の言葉っかいしか今後

は月にしたしくなるだろうということに、．iJ宵は篤さの感情を路わにしている。

けれとも、。J者がこのように絶句Lたりj・巧いたりしているという・け夫の裂に、

記述lの技工邪勺側Irllがあることも石過すへきではない。つまり、正確を川すな

らは、記省はそのように絶句してみせているのたし、驚いてみせているのたと

いわなければならない。そして、なぜそうしてみせているのかというと、それ

－90－



畔■持フランス語の性腺．．法　情州）

は、このような形で記省が‖ぷ晋との一柿のル諜闇係を形成しようとするからで

あろう。読掛こ＝分のJ感情をJ】、打させることに上一）て、読賞と∪分との距舵を

狭め、そのぶんだけ読者にと一）て。J■川ノ容を身近で魁ノ川勺なもル刃こしょうとす

る意図が、発信満である六己苦の側にはあるわけである。

しかしながら、。ノL君との共。某的接∴■ををJくり山すための」二畑正接的仁万淀は、

議宵に対してじかに．÷蛙を向けるというやり方であろう。それは、発信者の存

在を表出する石己述懐標のうちで最も誇′ドHの．㌔いものとして、すでにれIrJを挙

げた対話的態腰にはかならない

09）Autre exemple？I）ans un eontcntl（、uX r6（1ent．ilpl、OPOS de ccltalneS

llmlteSlmPOS6tjSI）aIl（、S POuVOlrS PubllCS Cana（11ent；ala pulSSanLe

pressemagazlneam6ncalne，1esHtats－LJnlSmemGとllentder6vISPrala

balSSCIcurLSlmPOrtatlOnS（ril（・ler（－anadlen（SQl）

10）M昌mesllaZIca，malgr6touLeslesembdchespr6vISlbles（desr6servesdu

CongrさsdeWashlnがOnauXambltl。nS（10n（1urlPnLpsduIミr6sll），VOltle

JOurL，1emarlage（TElnado－am6rlralnfIOnCOrlOdohofluX）OurSdovantlul

Sil■onendoute．llsuffltdevolrleslnquL6tudesJalousessusclt6es，lCl．

parl’llruPtlOn du Mexlque（lとInS（t一m6nag（ゝ〔1鋸墨iaLlOlt，，POurCOm－

pIendrequ■arhoISlrentrelarq）u〔llaL10n eLll礼IelnteJuSqulal16touffe－

ment，1es611teSrOmmClloplnlOnCELnadlfln11COnt加東tranrh6（SQ H

lifl者においては、米加両極l問の維斤的統合がカナタの政／榊勺独＼‘／をむしばんで

いる例として、アメリカのNMI〕（核ミサイル防衛構想）に対してカづ　ダ†川」が警

戒的な発言をすると、すくに鋸ノJl「アメリカ入植が門易lの鞘板措；J∫1■■を云々した

ことを挙けたうえで、さらにLlらの論拠を因が）るために、UL男はrもう1つ別

の事例を小しまLようか」とわれわれ。売抑こしかに‥蛙をlHけている。後市に

おいては、Zlea（向」ヒアメリカH山門易圏）が日の目を兄ても、米ノJU両11こ1の雑作一

な関係は保たれ続けるたろうと述へたうえで、rもしも．読ポ諸氏がそれを疑う

ようなら」と、やはり。己君の．‾．藁がわれわれ．，走者にじかに向けられている。い

ずれの場合も、懐疑的読省をかりに想定し、その読石をも納目させるような姿

勢をとってみせることによって、H己の兄雛のIlエリ性を上り鯉川なものにしよ
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時車フランス．．吾の‥■川津証（．■．Lll）

うという仕掛けである。このような什掛けの枠内で、読者は言己者とじかに向か

いあうことになるのたが、ここにおいて、発信晋の人格的存／1の誇小は究極的

なf】i）ようを小しているといえるだろう。

この節の後、1′では、。己草本困こおいて、発信者である記書の／沌かれいされ

る1つのタイプを川射こ出てきたが、それらのうちでも誇′州‾の度合が．HL、最後

の3つ、すなわち、文彩的態度・感情的態度・対日甜J態度は、論井川′Jなトーン

0）‖J叫こおいてより捌鰍こ表れるもののようである。－　したがって、UIr」紙より

も測り．出こおいて、l仲胤のなかでは項実を‖羊述する。州よりも、SN5のよ

うに帖来車の相通艮批評的に軌．rナるといった類いの記鼎こおいて、それらはよ

り蹴爪するのたといえる。このように、記草の作質と御．．71の言乍小作の度代と

は憮然とした和保上村係にあるが、さらには個々の紙誌の執筆方針なともまた、

．．J省に11れされた．衿小机の度合を／．ィ．する柴囚たということもl分に考えられ

る。即断は′JI Lまなければならないが、このような批点から眺めた場合、日

本とフラノスのmH二はそれほと人きな差異はないように思われる。

3．伝達者

鰍削勺「川見におけるLFi接話法のプロトタイプくL■bmetteur－JOurnallSteraPL

pnrt（1‡lt】r6reptour－】eCteur二者Xdlt［dlra，adltlY〉＞のうち、ここではイL；運

省の部分であるXに焦点をあてる。われわれのコーノヾスにおいては、†ム建前の

只休的揖小のタイプとして以卜の4つを挙けることかできる。

a）k連帯がk連内容の前〟に′」、される場合

11）損1rdpローlSnauXmanlf門tar－tSarlいrImndlallSatlOn，u一一Sah－1g01－（115（je

l）rOfesslOnnelsdel■cxt16meiIauChccLdeslmplescltOyOnSarm6sdebons

SPntlmentS，・111iLaquallr16sd’紬nLanLsgaL6S〉，1epr6sidentmexicain，

ViccntcFox，afflChaltunholor｝tlmlSme　《I）㈹rlapIemlELrefoISdeson

hlStOlre，lrAm6日quelatlneauneehaneodesortlrdclapauvret6》（S

Ql）

12）A ParlS▼Icpr6sidcntdelaeommissic．n desarfaires6trang6resde

－（ほ



拍車フラノ石廿の直は詔払（．1川J）

l’Assemb16cnationale，FranSOisLonele（PS），d6r｝lor（、unanlOrd｛alL

rαα上がquldlを〝日脚Hg（ノJ宕JOSE0〃rO／山／ilJCdCJ′ピ坪山cM叩諺〝＝豆dek

m而緑ぬけ画．ⅦmHm木棚胤M甘（J Nl）

b）伝連帯がk迅内容の途小に小される場合

13）《Clestun（、b6n6dlL・LIOndevIVrOaul）†・GsdlunmalCh6uussldynamlque，

S’enthouslaSm（、PicrreI｝ettigrew，1e ministre du Commerccinter－

national Nous nlnvonsqu’un seu）voISLn，ma】S r’esL unlemalquable

cllent》（SQl）

14日lslaglSSaltdedlIe（・Ommt、nLsedlSLrlbu（、IalcpouvolldansuncEuropo

き1argleet，donr，dELlblolmeIlesrさglesdLll（）nLlL］OIlIlenlentdruneUnlOn

qulmarでh（、（伺えmnlaquLnZOmemhr・eSPtVntr毎vlteen（（）mPter tIel－

ZCdo plus C16tult，dlSL11t－On，lndlSPCnSとIhlc r旧ur（、mT）さrherquo116）ar－

glSSemenLnes（ゝlasseauxdさr）enSdelrlrlL6HliitlL）n（SN7）

C）ム適者がムJ塵内省〃後小二小される場合

15）≪LeXIXtls16（1l（ta6t61os】如】edesRtats－Un】S，1eXXPslk】eserareluldes

CanadlenSぶ，Ⅰ）16dlSalLen1896，nOnSElnSaT）1omb，lcPrcmiermlnistrede

l■6poque，WllrridLaurier（SQl）

16日〕er）ulS，1lentouragedul〕沌sldpntdelaConlllllSSL一州eXPll。ueaVeCCOm－

PlalSaneCLquOIElぐOhahltatlOnCStdovpnueunvftrltnhlehnnd－r叩POurla

Prdsldt、llCt－fla一一ぢalSe“Auα帽とquP　αprぶ最mrだ」）JJ持SPJαrPr，エカ【J亡

。’αムor√上りと′HkWmPfIprJbr川′rJ〃…ノ＝亜－ma′r乙（バ，…【）】呵uH）（－Irldemerlt

unc（）nSCillcrdc M．Prodl（SN5）

d）†ム遁書が小されないJ易「†

17）O111yn（1’un（－at61日1e《rulLL1lt、（1u6h6川】Seb（ゝL，（1tlllautle，lat・ulLure

dlunCan乙Idと1こlnglalSqulnl（、str）aS6vl〔lcnto（）tqul（loltSC（16mflrquerdc

lacultuleと1111611（・三川le（SQ3）

18日〕cn〔lantlum…nSune〔11ZalnP（llトⅢn6es．（、llatiueIltLILmembIedel’UnlOn

SCrarLCPreSOnL6PilrunCOmmlSSnlr（1EluSelndc］■ぐX川tlfelltOr）ぐOn rlleLLe

軋alLlとlVOlof1Lades《IeLILsさいuySdel’UnlOn Ll、SぺHriln（isp nvLllentlc

）う



時項プラ／ス語の直撲．．i吊ム（．■Hl）

SOuCldluneCommlSS10nmOlnSnOmbreuse，etSIPOSSlblened6passant

PaSleseullactuelde20membres，aflnquCSOnfonet10nnementneSOlt

pasparalys6（SN3，17）と18）における卜線は占闇による）

a）とb）とC）に挙げた例を・号■三すれば明らかなように、左、達者がノバされる

付∬■1としては、左、建l勺容の前〟・途中・後方の3とおりがある。［表者がこれ

らを使い分ける際の選択基準とは、いかなるものなのだろうか。

概略的かつl冥l式仰こいって、言及される発話有為の三言性（proclamatlVlt6）

かInいはとイム達者はイ上、蓮内谷の前方に出かれ、それの説明M（exp11CatlVlt6）が

高いほとは連省は伝達内容の後カに：モ■－■かれる。そして、伝達者が†云達内容の途

Illに置かれる場合には、伝連帯は、前方の内容に別しては説町橘の、ン1左壬にあり、

後ノル）内谷に対してば宣言者の立場にある。これは、イム達者がまず明′」、される

場合には、、■1日如）発話行為があたかも1つの新作であるかのように浮き彫りに

される効果がある日一方、†ム通内容がまず提示される場合には、それはうUjす

る文脈のなんらかの換言または敷桁として読者によって従えられる、というこ

ととl射係があるたろう。ただし、ここでいう「盲言什」と「説明性」は、あく

までも相対的な概念であって、純粋に宣言的または説明的な発話行為なるもの

は、少なくともわれわれのコーパスにおいては見受けられない。

11）はイム達右裾■■】’■’の場合の甘言性をよく表す例である。クローハリセーンヨ

／反対のテモに参加した人々を許して、メキノコ大統領V Foxが「甘やかさ

れた」′イブけこち」と批判したのむ、同大統領がZlea（南北アメリカ自‥l貿易【巷】）

の創設計画を歓迎して、ラテン・アメリカの将来について明るい1適し門を述べた

のも、ケへソク・サミ　ソトの主要参加メノハーとしてのある種の「′宣言」には

かならないし、そういうものとして、この2つの発。面相の　椚竹はかなり高

いといえる（）12）の例にノ〕いてもln掴了であるが、このケースの官言椚または事

什Hは、これに先寺Jする直前のセノテンスとの文体的コントラストによって

も川帖Iされている。すなわち、《Losrbsu旺aLsdcNICCnCSuSrltentPaSren－

thouslaSmedとInSlar）1upartdescapltaleseurop昌ennes，0（ユrOnCOnStatequ’11s

sontsenslblemerltlnf6rleuISauXambltlOnSa汀lCh6es〉という由HiJの地の文

では、ほかのEU諸l小刀政1付肌位相l㈹押付l′価が、曲昌は（lltnte）をまじえて喚

胴



町1トフラノス語のlh隙話法（．■州）

起されているのに対して、12）では、フランスl土l軋．義会の外相委＝会委日長「

LOnCleの強い井難御言葉が、きわめて直牒細小二小用されている。

これらに対して、13）において†ム達拙二両i■】・■】■されている丘、連内7手《C・estune

b6n6dlCtlOndevIVrOaupr6sdlunmar（Th6aussldy一一amlquO》は、うイLHする地

の文で、今L」のカナタの経溝的活力かアメリカとの門易に依拠している性行の

高さか、純‖十Irl′」に説日月されているのを受けて、それの一仰の［いかえとなって

いる。つまり、イ土建苦1）1－ぐttlgrPWU）このlポ‖ノ邪のrlは、先々Jする地の文と

の人きじ継続件刃いしはい旧す′lを石している。後＼「．附の∴葉である《N。uS

nTavonsqu’uIISeulvoIS‖1，malS。■estuIllemarquablccllent矛も、実′馴勺，正

味のうえでは的＼r′邦と似通一）ているか、長現形態の∴」・、では両省の制にかなりの

不離かある。すなわち、後、l′部の∴Ⅵほうは、畠喩を川いた逆接等侍構文とい

うインパクトの豊かな形態になっており、その轟．慄∴U．川においてDり、l′郡

の言を凌現している。14）の例でも、指小代宮。‖JCeが受けている前方の説明

的セ／テ／スと比較すると、実昔訓′J忘川和）うえではそれとかなり重複するも

のの、相isalL－OnH》の後力のイム建l付打は、全体的トー／が簡潔であること、

《1ndlSPenSablepouICml）6cher qu（、≫という言い回Lに「決W／1」が込めら

れていること、そして、《1■き1alglSSemeIlt茅と≪Hrlt如ah011》という2つの対

．】吾カ、紬uxd6pensde〉という前ll■TILNll）を介Lて細嘲l小二醐・iされていることの

ために、高度の1－∩刊をttえるにいたっている。

このように、報道J己省の文体美ヴは、イム連帯かひとたひ小された以lは、そ

の後の引用では一丁．州か醜い目され、信連君かまた小されていないかきりは、

先行箇所と弓川代の継続竹・ln旧什か保たれることを追求するもの川）ようであ

る。前者のケースにおいては語りr「調をタイナミソクにし、授賞のケースにお

いては地の文か小川Hへの移打を椚丞かにするという効果か、それそれ生まれ

ることになる〔）そのような文体的丁人が、読省の引王・右記小が）文章に弓lきつけ

ておくための一つの手1昔であることはいうまでもないか、†ム建石縫い－【叫列であ

るC）の2つのケースを分析することによ一）て、地の文から」＝l卜＼の移行の沼

らかさがとのように怖保されているかに一」いて、さらに廿体的に見てみること

にLよう。

（ほ－



時宜フラノス語のIl【lほ川円上（Ll．Ii」）

まず15）であるが、13）の後、l′郡の［葉と付随に、引用のなかで逆接等樟構文

がmいられていることに加えて、引用全休か整然とした対句川肋粛こなっている

ことから、t亡、連書後置のこの例におけるk蓮内谷は「決勲刑」の豊かな宕言「1勺

発∩とな一）ているという、一見したところ、これまでの例と矛盾する事態が出

来している。しかし実l蜘二は、この例の前後の文脈を考慮すれば、そのオ柄は

消散することになる。すなわち、11717了の文脈では、カナタの人丁授精センター

が糀波イ＼Uのためにアメリカの精液ハンクに援助を求めたというニュースが、

カナダ人たちによっていたって平静に′卦ナ11＿められたことを紹介した後、発†［

省が耶喩的に《EttantplSpOurlaflert6natlOnaleI》と紺んでいる。）他方、

後方の文脈では、先頃のケへック・サミ　ソトでZleaが2005年までに創設され

る上川l鶴がなされ、合衆国の「西、l′球」における経済rl勺（および政榊l勺）昭樅

かいよいよ強まる見通しだ、ということが述べられている。つまり、「19叩紀

は合矧1、】のIH紀たったが、20Lu紀はカナタの世紀になるだろう」という、‘1時の

カナ夕日机の発「－は、この辺りで旭閲される工題とは直接的な関係をもたず、

むしろ、文化r】′Jアイテンティティーや経済的親権におけるアメリカの優越性を

際、一／たせるための、小さな反日正的J恥．千として用いられているといえる。lアメ

リカの優越性lという合体的文脈のなかに、それと札反する発HJ鶏が一つの

純労＼たる「‘亘言」として入りこんできたとしたら、文での流れがきわめて合邦

なものにな←）たことであろう。したがって、イム嬉内容自体は宣言的であるにも

かかわらず、ここでは、そけり言帖がk適者後は一一の説明竹のうちに溶かしこま

れた格好になっているのである。

この例仁とは、イム連占後罠の説明性が、かなり広い11γ†後の脈絡を考えに入れ

ないと捉えられないケースたか、次の16）の例は逆に、それが非常に端紳吊こつ

かめるケースだといえる。まず地の文で、フランスか議長拝を務めるうえで保

IVL共存は大きな隋．■．にな一，ているという虻鮒を、ヨ一口ノバ委H会委Hkの周

囲の打がLlにしていると述へられているのを′受けて、「議長r司（7ラ／ス）が発

rlするに先、‘／っては、そもそも議長国l人絹【；に意止tの統一がなくてはならない」

との弓日日文が続いているが、この両者叫対係は例小のそれにはかならない。継

続ヤlやけ打性か豊かであり、したがって、地の文から・プ＝司への移行はすくれて

）〔1－



時車フランス語の両は．．緑、（．1日り

椚らかである。

ここで、以lの6っの例について、†云通名のrリレト仰の度合を見てみよう。純

粋に′L＿王して的なa）では2つの例とも、rJドーハ1f十人宮＞という巌も仙川勺なイム連

帯揖小の州法がとられているのに対して、説明件とノFl．1件がこの111川］1で生起す

るb）については、13）で、＜人九十損．リノという、かなり［J］′」ミ的ではあるも

のの、r人名＿トを後続の「屑．11」が形杏詞的に説明しているという訓末におい

て、宣言的ニュアンスの乏い、捉小方法がとられているし、14）においては、

誰を意‖末するのかかかなりイ＼明瞭なイ＼定代名詞nnか川いられている。さらに、

C）については、k迅内容H休の甘．川に弓1さすられる相好で、15）でく肩口

十人れ＞という捉小方／去れ言、たたびとられているものの、り＝l川分が先日する

地の文の例小とな一）ている16）では、人名をともなわない眉　のみの捉小形態

とな一つている。すなわち、おおむねイム適者のnJl小1′l細江合は、亀．．吊f為の臼言

明の高さに比例し、それのU肌州のl高さに逆比例しているといえる。ト1）と15）

のl封で逆転現象が認められるけれとも、それは、14）の例ではイム迂甘谷が1＼休

として．．削拙作な言説を構成している一一力、15）叫例は、‖見目川′舟性格叫的後の脈

絡のなかに挿入された、小さな′口力作肌日干たということで‖刷Jされうる。

残るd）の2つの例は、そもそもtG通番がまったく小されていないケ一一スで

ある。17）に1つの事例が、18）に2つの引例がそれそれり忍められるが、一止、こ

れらはいわゆる「頼緋確保のキュメ」（gl川1emetsrledlSt‡ln（－】atlf）n）という睡

疇にくくり入れることができるだろう。、【1し．を．ぅ．里・」をキュメで囲むことによって、

∩表書がそれらの特町作を′い唆し、もー）て地の文とそれらの．．た句のmjに距離を

穐保しているということは、これらの寸へていしけ例にハ適するからである。も）

とも、17）の市例と18）のそれとでは、距離確保の「1的かIH又対となっているこ

とも11ノ】ちかである。17）では、言出都鳥そのような距舵を設けることでrケへノ

ク文化」という「，葉をひときわ浮き彫りにしている。モ▲れに対して、18）では、

允†「】勘ま「小さなlと「入国」という．，葉をキュメで囲むことに上って、それ

らか留保つきで川いられていることを読賞に小している。このように、l粗雑

確保のキュメ上　には、脾調川l′ノ上留保目的という2つ〃）県なった川いられ力か

あるのだ′）

■1



時串フランス．1榊州緩．．1侵（．111日

しかし、∩的の相違にかかわりなく、「距紺確保のキュメ」もまた、あくま

でも山桜こ．1はの1つの形態である。17）では、云表者が、臼らの言葉を浮き彫

りにすることにユー）て、その∴葉の伝達者か□菊月身にはかならないことを酎

lリ匠している（イム適者二∩表者H身，左、蓬内省一半ュメで園まれた言葉）。一万、

18）においては、いうまでもなく、11欄では清川l仰こそう言－ノているというニュ

アンスか。止みとれる‘－’帖、遁占一旧制；k連内容＝ギュメで囲まれた言葉）。酎ト

て考えれは、強調幼栗や留保効果が発射されうるのも、実は、こうした膚接謡

測lがそ町前堤として厳然と存／lしているからたといえるたろう。

4．伝達動詞

報道的r・日射二おける直接［榊か）プロトタイプ＜L■6metteul－JOurnallStClaP－

llOltCaur6（－eptCur－le（1tCu　《Xdlt［dlra，adlt］Y》＞U〕うち、ここではtL、連

動。小）■都万であるdlL［dHa，adlt」に焦点をあてる。われわれのコーノ＼スにも

いては、このk迅動詞の貝休的使用例は、その性門に状っいて以卜の4つのク

ルーフに人別できる。

〔1）本対l勺なイム連動ulい

19）《LOXIX‘ゝsIELC1ca6t6les16（11edesEtats－UnlS．lc‡Xes16clescraceluldcs

CamdlOnS》，pr6disaiten1896，nOnSanSaplomb，1ePremlermlnlStrede

l■6l）Oque，WllfrldTJaurler（SQl）

2日）Omn0上川叫岬03きぬUdoぶmSUrmOmα鋸eS凱addplnrさRomannProdl，

flrruSantFllnSldoman】さrelmI）llCltel■attltudedcTonyBlalr，qulaぐa－

t6那）r・1（1u（、mOntrefus6lE）mOlrldreconreSS10napI叩OS（iclaLISrallL6et

delaI〕01山【1ueSOぐlale（SN2）

b）疑仙rl1なム運動HJ

21）《C’estuncb6nbdlCt10ndcvIVreaulr毎dIunmarぐh白日ussldynamlque，

S■enthousiasmc P】erre PeLLlgrCW，1e mlI11StrC du Commercolnterna▼

tlOnEll Nous n’avons（1ut】n SeL1lv（r］Sln，malS（11esL un remarquable

（・llentぶ（SQl）

佃　－



特車フランス語のl【－1榛話法（．1．旧）

22）Lepremler mlnlStre Su6doIS，Goran Perssorl，qula quallfladevanL

quelquesJOurnallSt（ゝSla pr6sldcnce fr・anGalSO dT“oTgaTuS血oTlal，血－

lleTme戊，SeVOltrappeleraIrordreI）arlemlnlStreltallendesaffalreS

btrangcrcLS▼Lambertol〕lnl，aqulOn a ObllgCammentIaPPOllt6lare－

marque＝釘CeS S〟∂doヱS nb花とdeJpGO乃d domnPrdpgrぶり朋ぐ，eU∫卯工

兢桝闇＝0〟乙／戊（SN5）

C）助詞以外の．1丁ふ1

23）《IlestdlfflCller）OuruneSOurlSdedormlIaVeCun616phant》leeonstat

d6sabus6，］adlS　6tabll Parl’anC1en PremlCr mlnlStTC Plerrel］1110t

Trudeau，ala recherehelnfruetueuSe d’unc troISl占me vole，Se Vbrlfle

ChaqueJOurdavantageaveぐrlnterCOnneXIOn desdcux6conomleS（S

Ql）

24）L’accorddeNl叩，quldolt昌trcratlf16parlosParlemcntsnatlOnauX，Sl

posslhle融mSJesdはー烏山とmuェぉdueW♪selonlapr由ldcn〔efranぢalSe，

esttoutefoISundorumentlnaChev昌（SNl）

d）伝達語彙系点し

25）Lors du conLre－SOmmet－些OmmCt dcs peuples》－les or）pOSantS au

llbre－6change dressalentlllnVenLalre des《menaces》qulp由ent surle

《mod61ecanadlen〉，plusattentlfauxvaletltSぐ0日eetlVeSetauXSerVICeS

publleS，nOtammCntl’6ducat10nCtlasant香gratulte（SQl）

26）L■Allemagnean6とlnmOlnSObtelluuneS6rledecompcnsatl｝nSquanta

SOn pOlds dansleslnStltutlOnS rOmmunautalreS：∴alnSl，1a√（・lutLSe de

UきrLficatLOndETT棚T型，qulpr6voltquetOuted6cISlOnduconsell

devra6trep一’lSeI）ar・lesl」二taLslel）Ⅰ6seI－tanLau molnS62％delapo－

pulattondel’Un10n，eStfavorablea】■AllemElgne（SN；3，25）と26）に

おける卜緑は吉mに上る）

まず「本来的机、蓮動詞」としてa）に挙けたpl視ir・eとd如lnrerについて

は、これらは、廿常の．．■1し．ぅ肘ご多川され、純帖こt上、運機能をはたす血e，

16pondre，a）Outetなととは一線を画す動ur－jであるということか「＝Iされる。

（）（）



呵■」盲フランス語の【r■1＿絡．．弓は（L【．m）

つまり、なんらかのィ、順的意味素を含んた鋸HJたということであって、pr占dlr・e

にはけ見回」、d如lollerには「遺憾性」という意味素かそれぞれ含まれてい

る。そこで、報道的∴説においては、含意の乏しいすム辻動詞は排除される傾向

があるU〕ではないかと考えることができるが、はたして、われわれのコ【ハス

にはdlre，Ⅰ句）Ulldi・e，叫OuLerといっし甘仲仕迅動詞の使川例はきわめて少な

い7、。このことは、報道耶JL．説が、日常の。占し言葉の平板さに1－印也することに

よ）て、独l′l〟）rl．，炉割判を屁閥する場たということを小しているとはなすこと

ができる，）にもかかわらず、Pr6dlreやd6plorcrなとの、多少なりとも合意日

のあるイム運動Hn」を、l本来的なイム運動‖nLJ　としてここでクルーヒンクできるの

は、これLJU）軌・・Jかくdlreque、＞0）統GlT′ヾ夕pンにLuさかえLTJ能たという理

IrlかJJである。こplさdlreque　＞もくd毎10rerque　ニ＞も、．廿抑こ登／ほれて

いるlTIJ払‖1／上の冊叫にはかならない。

このような「鉦は詰法へのL】fきかえがイ＼UJ能な動詞としてb）に挙けたのか、

S’eTlth（）uSlaSmelとr叩T）1era1－oldreである。これレフの動。HJ（川）は、苅　馴′」

には心理変化やそれだけでノし紺した言示．1†月光を′責【沫しており、H仲井Jな文脈か

JJえられないかきり、それらたけでイ土建機能をはたすことはできない。けれと

も、本来ならはし連動．．r掴、占めるはすの場抑こi■J■■亡かれると、にわかにそれらが

信連腱価港北ひるというのむ－jト実である。これには2つの理由が考えられる。

1つは、「感徹するlといった心肝変化は潜在的に発．．．干行為をともないうるも

〃〕であるし、川ヒlI▲∂‾る】といった対人行裾こいたってはまさに発言．1の√／むを

l舟堤とするものだということである。つまり、これらの動。UJは多かれ少なかれ

息‖来日勺に「発．．刑1▲」をノ／ノんでいるといえる。もうlつの理由は純．．穴的なもので

ある（、S’enLhousILLSmげもr叩l）elcral■of血Cも、ン′」二t」／ティソ化づること

によ一）て、たやすく（11reと結合させることかできる。すなわち、dlleenS■en－

thouslnSmnnLとrlLrCCnlて叩Ⅰ101ElnL（quol（11；un）a rordrcは、ともにこくl’l

然左．，い方だということである‖　この上うに、じ味的および綻し．朋′J上里山から、

本来はイム辻t臥，■■Jでない！臥，■摘、疑似rl勺に†ム」蓬機能をはたしている例は、実は報道

的．1日射こあってはかなり多いH′し、これはやはり、そうしたr法によって日常の

山IL．1葉の、l′板さに帯馳することができるためであろうr　第一義的意味にノJ口え

1川）



時小フランス語津川【服日．柑（鳥肌

て「左通　の二ュ17ノスをもはっきり上目けというこの寸法は、竿勢を品易さ

せるための、けたし効果的なやり力だといえる‖

動詞以外耽帰一詞が信連機能をはたすこともあるく－23）ではγ■詞か、24）では両

‥・11榊、それぞれ′、dHn＞〃〕こユつ′ンス喜ぶしている、〕Hu。困ム迅機能別iひる

l軌二は、それはk迅内容と卜」J晰こiF・■・1かれることか常であるように想われるが、

2こi）でも†ム蓮動詞し・OllStとIte－の㌢．U・腑が、1日」1る†ム止卜Wi上目裾こし．・ゴかれて

いる。‘実際にはこうした仰ま比較l′I′ほれであるL■■けれとも、それたけに、軋．汗

的ハリエー／ヨノを創＝するという・ごl■来ては、効剋1勺か一JHヰrな丁決だといえ

るであろう0また、これに上ってb）のクルーフとも適旅する川鋸）鋒榊′【か

側時され、さらには、このようない」梓川▲‡文は、十軌■L卜州′JL．ハノとい一）た弧】．1

的従局関係に起l月する構文回）煩雑さを射れていることかしら、眉にではないf・．判

潔な筆与柏、それによって棺城されるという効果もあるし，こうした効黒は、2∠l）

のselonの使川伸二も等しく‖甘めしられる∩かりにsplnn与川い机、とすれば、

《lapr毎ldenrPI1－と1－1ぢalSeSOtlllaltequ（、ぐ（lSnltSIPnSHlhlpdnns】psHlX－hlJlL

moISaVnn】rかなと〟）文言を、抑人節として文・いにr■ソr’くことになるたろうが、

これでは筆今川澱かjLることはなはたい㌧たかJJ、こいわずか2け節からな

るselonによ1てk運動調を節約してしまうやり小土、ある点味では、時州報

道文の本質ともいえる「㍑糾明製剤牛を象徴するような究何的な丁′」、だといえよ

う。

しかしながら、・二・加増桝†を最ヰト上く保障するやり小は、由緒こ．帖の／付

を危うくするおそれかある土いう代机を′棉lのうえで、t∠、地軸．Hやさ弓に机、

連帯を了的匠巧えから†【川際してしまうことであろう。25）亡上、＝仙胃易に反対

する人々」（lesot叩OSaIltSaullbH、一雨lとl叩P）か仙っている［蛙や．，い回しを、

キュメでド11んで弓日日している例である。これらはノし1ゝ左イム通性爪とはいえない

までも、少なくともその断け王とはLJなけるであろう。けれとも、ここにuい

かなるk蓮動詞も使われてい侵し、いうまでも左く、これは、∫jl川かすへて名

詞けJ）だということ、そして、そjLらの州冊りの文に点描的にナ川はめられ

ているということと保日系がある日　しかし、ム迅石（」pH）lIl）OSと1∫ltS。ul．lJt。＿

6－1hange）が明点されているので、その仁、迅パとこれrJ両州しシバ閲には、l山

日日



時事フランス語の直接話法（て■】出）

接話法の関係が比校的はっきりと捕捉されうる。このことは、たとえばSQ2

のは出しである《ChrlStOpherSands L‘Unepeurexag6r6e”》の場合にもあて

はまる。つまり、イム達者とイム蓮内容が字面のうえで隣接していれば、その隣接

関係そのものが†ム連動詞の役割をはたすということである。

それに対して、26）においては、・jlmの近辺でいかなるk連帯への11故もな

されていない。したがって、これはもはや直接話法の事例とはいえないかのよ

うに一見すると思われるかもしれない。しかし、この引用を含むセンテ／スが

ニース協定の．酬月の一部であるという全休的文脈によって、伝達者がこの協定

を取りかわした汽因行政府の甜任者にはかならないということは、歴然として

いるのである。つまり、この例では、文脈によって指示されているすム達者とそ

のイム蓮内容との問＝こ、l打撲話法の関係が才1ち、■／てられている。なるはと、この

例なとは、いわゆる「距離膵保のギュメ」（gulllemetsdedlStanelatlOn）にか

きりなく近いとも見なせるだろう。けれとも、見九を必こして、「距離確保の

キュメ」というもの自体が、突きつめていけば、直接話法の特殊な一形態には

かならないと判断できる十分な根拠があることは、前節で見たとおりである。）

このように、直接‖吊よにおける伝達動詞の用いられ方という批▲∴は、時や報

道文の特矧こ深くかかわっている。動詞が用いられる場合には、占己者は純粋な

イム達機能をそれにはたさせるだけでは満足しない。付随的ニュアンスをf■fたせ

たり、く丘、遁＞以外の本来的意味を発現させたりして、日常のこ．tL言葉の平板

さに閂馳づることを指向する。それはいわは、言葉のうちに意味のけみを醸し

山そうとする傾向である。同時にそれは、言説の経済竹と筆勢の豊かさを追求

しようとする傾け」】でもある。この後者の傾向は、動詞以外の品詞がk達機能を

岩ぴたり、k通機能をはたすいかなる語揖素も用いられない場合において、と

くに鋸著に見てとれる。

5．伝達内容

裡道rl′］ri．瀧におけるl田老請［上のプロトタイプ＜L’百metteurrJOurnallSterap－

porteaur6ccpteur－lecteur Xdltldlra，adlt］Y》＞のうち、ここではイム達
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日刊了フラノス‖吾叫r■l接誹沈（．■川）

内容の部分であるYに佳点をあてる。われわれのコーパスにおいては、k連内

容の異体的勅てのタイ7として以卜0）2一巻やけることかできる。、

a）点描的に捉ホされた信辻的容

27）La《destln6emanirestc≫1、CVOn（11ql16（一au X【Xf、sl¢（・】el）aI】a〔loctllnC

MonroevISa【一tar（）nSOllder rh6g6monl（、dc勒ISh－ngtOnHurl・《h6mlS－

phere》selnPnrlnpleU1emeI止v H116e（SQl）

28）¢伽〃0昆M0即〃お后de…eh8g花弁“r〝lmhb′e8分，adM016Rnmano

l）10。1，aeCuSantalnSldeman16rolmp】1rltClltlttltu（一pderll一）ny131町qul

arat6gonqtlem山一el、tl露）amolndre（・0m、CSSl（）narm）r）OS（1（、Lal】SrallL6

fltdolar）OlltlqueSOClale（SN2）

b）連続的に拙小されたイム迅l人J容

29日ノAllel11a卿e紬／bJ em80red dferkcの柁〃〟“－P日付枠馴化eぶau

SOmmeLpuroT）een（leNICe・PIlrenOt一ぢantnOLammontaun（16mぐhageen

SaraVeurdanslar叩（一nr16ratlOndesvo－Xau〔・OnSClld（lsmlnlStrCSOu－

ropeensIa afflHn6IlundlmntlnlH6（－Pmhr（1，e（、hil11e（ゝ11el Ger・hald

S血nd打　しけ1ぐ。nrllL auIlalt釘紬rα〝昆　d reα山花　hWの－αJJem伽de

dk〟g砧どのn q〟e作の〟ぶ乃epO“Uの朋ぶ〃“加血rぶ，a岬utdl（1rhnIdu

gouvern（、mentとItlrnuH1sd’uneron持1でnrPrl叩1eSSPdollll由arlSSuCdes

quatrelOuISdenegoe】atlOnSlabnrlPt】SPS¢JV仙＃〝〟Jtf〃朋αfmを0む‘印Jr

dauaTuageぶ，とlSOullgn白1e（1hancell（、1，Par（、XCmr）1csur・hl）mltRt10ndola

ta11lcdolnCnmmlSSlOnPL（1t－nSIpmlomalrl仁一Sd（、（16〔1SlMlUurunanlmlt6

ぐ0mtl∫lueIadepldvLlloH、MalS伽の“8即の那加feJ〝HEのhYbu′紬だJ沼eJ．

＼…′べ‘＝…＝‥川血相・1日り什…J一一ル′‥′・〟…什沼JHJt・JH…一仙l仙川－

ムrビギ，（・・日射W蹴血椚㈹柏浦叩両町叩m・如血十川肌扉創＝・倶汗

de川〟r叩e汐，aarrlll116GcrldrdSCllr，0山、r（SN2）

30）《LeCanadan▼aJamais6t aussiaralSedanstequ・ilcst，unCmO－

Salque de pctitcs culturcs scpanfIuissant daTIH unO L．6d61・aLion cx▼

trさmementd6ccntralis如，qulauJOurd▼hui》，OStlmPI）h－LIT）1一〔一l・laurhpl，

prnhssctlrdpsHenrPSI（）lltlqtl（lSan11－1VPISlthle＼′lontr al《LeCanada

一　川3－



特車フランス日．巧の直接．．．下越（γ1日」）

existera－t－ilencorcdansvingtans？Jen’ensaisricn，m6mesijcpense

qucIcprob1台men．cstpastantdcsavoirs’ildisparaitramaisquand》，

avoue de son cat6，un br111antanclen《sous－mlnlStr離，e’estra－dlre un

hauHon（1tlOnnalre，d’Ottawa《Rienn’cmp6chedemainlesentrcprlSeS

am6rICaines de faire main basse surles entreprlSCS Canadienncs》，

cstlmCSylvlaOstry，ChercheuseauCentredes6tudeslntelnatlOnales（k

l’unlVerltSlt6deTorontoetanclenneambassadrlrePOurlesnegoclatlOnS

commerclales multllat6rales《Avecnotrcdollarat）SSlfaible，C’cst un

s6rieux sujetdepreoccupation》，reCOnnaitJaequesLamarre，Pr6sl－

dt】nt Ct ehcfdeladlreetlOndu grand glOupequ6b6roIS SNCpI」aValln

〈Dc1999良2000，1esinvestisseurs6trangersontdoub16lcursachats

dIentreprlSeS Canadiennes，aVanCe T〕uncun Cameron・PrOfesseur do

sclOnCeSr）OlltlqueSal’unlVerSlt6dlOttawa Nousassistonsauneforme

dcrecolonisationparlesgroupeSetl■Etatam6ricainsquiorchcstrent

eeprojet．》《Biensar，nOuSaVOnSPeurdeperdrenotresouvcrainet6，

relanceSylvlaOstry MalSquelleestl’altcrnative？》（SQl）

まず、a）の2つの例を見れば、直接．講法におけるイム道内‘谷の提小の仕方か、

いかに柔枕伸二富むものであるかがわかる。甲一の語や、複数の語が結びつい

てできる伎々なり、そして1■己全な節にいたるまで、lFL接話7」、において∫JImされ

るJ葉の統語レヘルは変幻「情の弧がある。このなかでプロトタイプにいちば

ん近く、したがって、読者によって直接話法として最もよく知旧されうるのは、

一ノし辛な節がり日日されている28）のようなケースである。これは、†ム達者と†ム連

動詞かl京則として必ず叩，1しユされるということのほかにも、発話性か少しも損な

われないのは、完合な節が引口される場合のみであるということに起l人lする。

このことは、いいかえれは、師の断片しか引用されないと、それたけ発話潮

か托はわれるということであるが、それと†∩川寺に、その附1が地の文に岬めこ

まれる結果として、允．‖トという文脈がイ＼鮒1州こなってしまうことに引潮係があ

る。とりわけ27）に現れている2つの」岬Jは名詞およびれ詞旬のそれであるの

で、Fllなる「紺離確保のキュメ」が使用されているケースたとして、それらの

1り4－－



l侍吊フラノスこ．吾の【丁†ほ．話法（．」∫川）

請よヤまでもか石過されるおそjLがあるo Lかし、すでに触れたように、「距

離確保のキュメlなるもUJも糸．■満は州妾．，．Ⅲ笹購殊左　▲形態であると見なしう

るl分な根拠があるし、また、27）の2つ叫列では、それらの近辺に丘、蓮省か

はっきりと記されているのである0すなわち、《hdo（血lnCMonl、（）e券、より11

確にはこの′［［を行）た合剰1撒5代大紋軋Jaln（、sMol110eかそれであって、

1該の．．葉が、この人紙価こよって用いられた2つのキーワートにはかならな

いことは歴然としている。したがって、そこでは、発り冊は多かれ少なかれィ、

鮮明になっているもJ）の、直は詰法性のほうはl分に保障されているといえる。

ところで、27）や2日）のように、l軒は詔法が点拍的に川いられる」見合の丈イ本効

果とはとのようなものであろうか。比噺伽こいえは、それはスローカン的効果

であるように旭われる。巨来り越えがたい拙ハ僻がわれわれに対して発動され

た」とのRnmanol）md】の‥は、ヨ一口ソバ委Ll会を代表してのコメントで

あるか、これは、＼【1日妾委＝ご汗）委目上くとして遺憾の意をよした・仲のスローカ

ンたと兄なすことかできようr　また、「［川′惰⊥勘領と「西lノ球」はモンロー．

トクトリノのキーワートであるが、いずれも合衆l小刀立場を椀攫するためのス

ロⅦカンという色髭を強く帯びているのはいうまでも小、LJも一つとも、後〝の

2つの」岬」は、両肌．臣よか地紋伸二用いJJれたケースたという仙川UもrH）せもっ

ている○すなわち、これら2つはlrり桔l朴係で轟．】，ひついて「l叫、l′球というり月日な

運命」の意を表し、も一）てモンロー・トクトリノそのものの1つの定温っけと

なっていると見なせるし、あるいはまた、川膵沌Ⅷ命」はモンローi義の政

治・経済的側血に、HLl、lノ球」はその地政ツ山′川棚lにそれそれソ・な　た払h・．、か

ら光をあてているとも見なせる。直接こ．はか通運捌勺に山、される場合の2つの

代表的な連闇犠式は、て換「．／＼とく対比＞叫別系たと考えられるが、それらの

l馴係かここに最小限の形をとって表れているといえるたろう。

†ム達内容れ机冊仰こ川いられるとスロ【カン的文体効果が牛まれる〃〕に対し

て、それか連続仰こ川いられると、これも比∪釧′Jたし．，い〟だが、そこにはマニ

フェスト的文体効果が発現されてくるr，これは27）においてすでに察知される

ことであるか、29）レ）ように発誹件をl令に＝えた4－JものⅢ安川1rAか連続す

る事例においては、その効製か加′夫に感糾されうる。ここの直は誹吊、は、いず

Hn



拍車フランス1】吾のIl－r搾．．舌法（．1廿Ⅰ）

れもニース・サミ　ソトの成果を総挿したトイツ削相の言であるが、その内都連

「判は、最初の3つの引用がたがいにく換言＞の関係にあるのに対して、最後の

弓日日がそれらと＜対比＞の関係にあるというものである。すなわち、「フラ／

スとの札礫を避けた」という消極的評価が続いた後に、葦，】．ひで、rそれにもか

かわらず東欧日掛田のFU加mへの条イ′1は懲った」との椚極的評価が小されてい

る（）個々の直接謡戌はそれぞれ一仰のスローカンにすきないけれとも、それら

が連続すると、にわかにlノ凋i通関という竹用が働き山し、その針．梨、一種のマ

ニフェストができあがるということがここでも確認される。

このように見てくると、27）や29）における出接話法の連続使川とSN2・S

N3・SN4のようなインタヒュ一日己」はでは、文体効果の一〔1、でとういった差

異があるのか、とい　矧川が浮かんでくる。インタヒュー記市もまさしくlu】一

Iム通告をめくるlllTj熟．轟　の辿純にはかならないし、SN2・SN3・SN4の

それぞれには、はたしてマニフェスト的な気味がいくぶん渋■ミっているというの

も車夫だからである。けれとも、インタヒュ一における被取材者は「マ二7J

スト的発．．舌者」であるとIur割こ、あるいはそれ以上に、「熟慮的発話者（cnm－

munlCantdFLllb6ratlf）］であるという動かしがたい事実が存在する（）つまり、

被取材者は取材賞の矧用に反射的に答えるたけでなく、自分白身との内山′l′」対

言．1をfJいなから．了．】を矧けるという仰肋を合わせもつている。そのため、イ

ノクヒュー記草での被取材者の註脚こは、独．．舌（solllnque）という仲田が色濃

くにじみHlる結果となる。形式はある程度までたがいに似ているものの、地の

文でL「1は話法が連続的に使川される場合と、インクヒュー記車で被桝材苦い言

葉が縦く場合との問＝こは、本質的尤ところでそのような大きな巫舵かあるのた。

とりわけ、29）の引例では、ニース・サミ　ソトでの交渉のテクニカルな内谷

か、キュメのなかに含められていないことに仕目すへさである。トイソ椚Hが

共同記者会見でそれにも触れたであろうことは確美であるにもかかわらず、発

ィ．諸は意図的にそれをギュメの外に岩ハ■いている。その理山は、テクこかレな内

容というものがマ二フェス川勺文体効果を殺いでしまうからにはかならないで

あろう。あるいはまた、記者会娘なのであるから、それをイ／タヒュー形式に

イllンてることもできたはずであるが、それでは捌・敦的独廿がにじみFljてしまっ
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時應フランス．．吾のIlJ〔描1．侶（．帥り

たであろう⊂）外けり的マニフェストFノーと内l車内削洲＿とは、一万が立てば他方は

たたないという相反する2つの傾向である。ここでの桝。者は、前者の文体効

果を選ぶことに決めた以l、テクニカルな「ノ路を地の文に移しかえてまでも、

その効果を執拗に追求しているのたといえる。

ところで、恒ト一一のk連帯の．．葉が連続して州用されるケース以外に、ある特

定の社会矧・1日J痍する複数の丘、辻占の言葉が連続的に列挙される場へにおいて

も、マニフェスト的文体効果かⅧ如成されることがある。30）の例では、5人の

カナタ人有識宵による合‖16つのイノ、建内容が、。J郡）言論‖†漉きで連ねられてい

るが、全休として、エ他国家カナタの存続という紙　テーマをめく一）てのマニ

フェストの観をl・■している。すでに政治・文化【hlにおいてカナダかHl胴衣と

してのまとまりを著しく欠いており、経済【rtJでも会灘州からのJl力か机曽Lに

強まっているという腑兄のなかで、結局はr†衆回との組詔七やむなしとの兄船

を多かれ少なかれ共布する、人ノン人および政財川人の諦剖′Jな「マニフェスト」

である。

里なる「スローカ／」ではない以l、そこでのイム連打谷とうしの問にも内邦

連関があるはずであるか、この場合の通関様態はやや抱灘である。まず、Ph

Faucherの文化・政和こ関する楽捌′J兄碑が挙けられた後に、ノLfr政1車）政

紬こ関する悲瀾川′J見解かのせられ、その後にS Ostl・y、J LamaI－r。、D

CamQrOnのいずれも紹掛こl対する悲観的と上船が亀■しくのたが、最後のD

Cameronは先日■1の後、l′部で政和こまでその辺胤論を拡大させていて、それを

受ける形で、最後にふたたびH Ostt、yの今度は政桁にl射る悲酬′R町か挙

げられている。つまりここには、楽観的托働一辺捌′J朋勺J、およひ、文化～政

治一緒折という21のフ／ククーが小川封二介／1しているりその糸．■．県、川者につ

いてはく対比＞とい小竹純な槻係、後抑こついてはく換．－か一周比ノ→く対比／う

→2つのく換言＞→く対比＞－ゝ亡、襖rl＞という変化にとんだ闇係かそれぞれ結

ばれ、全イ本を適してこれらの21の俣1係か重なりあった榊†王なっている。29）

と比へれは、ここでの「マニフェスト」の内部通関はけたし抱合的である（，

内部連関がこのように複合的であることに加えて、k適者かモノトリオール、

オタワ、トロノトなとカナダ糾山のtHI一書であること、†ム連判云UJとしてl晰二

川7－



町　フラノス．．八両l吊嵐．．頼、（．■川）

ぼestlme》・4／avoue（1eson rat6》・《estlmO》・《rcconnait》・《avance》・《relance3＞が

用いられている点に、旨己者の側の潰出的ぷ図が読みとれること、さらには、D

（1amprnnの．．とそれに続くS Ostl・yの言の悶」にいたっては、そこにいかなる

1也の文も挟みこまれていないことは、この30）の車例に対して、マニフェスト

r】′」文体効果のはかに、それと、lH丁する別のある文体効果を什Jしている。それ

は、．一、1論会（ぐ01loque）を但腰しているような針．化をわれわれ読者に′iえる効果

である。もちろん、州l二】の一週刊誌のためにこれだけの人々か　一骨に会して。、j

諭しあ1たとは考えられす、これはあくまでも、個別に取材したものを云己首か

仮構的に討論会ふうに祇lでイ＝／て卜けたものであろう。【別技．．吊　を連続させ

ることによって、．．、」論的ないしは対談的文休効果を／lみ出すというのは、美は、

LE叩rどぶS。止、ではかなり常捌勺な手段であるらい、1日－。

個々のk迂内容の捉小の仕んに認められる統語的柔軟刊についてはすでに触

れたが、イム迅l句補が連続的に姑トされる際のハリエーン′ヨンの豊かさも、それ

に弓＝ナをとらないといえるり　しかも、k廷内杏は∴■抹印加こも捉小されうる。そ

のような形態」の㍑傾きを清川して、記省はさまさまな文休効果を創出する。

点〃泄」に†山、されれは、†人達内科まスローカン性を帯びるし、連続的に捉′バさ

れればマニフコスト帖や討論件かそこに憶成される〔，あるいは、インタヒュ一

．1己畑の彬で捉小されれば熟慮的独言．1作か色濃くにじみ山てくる。つまるところ、

これらの文体効果のノ＼りエーノヨンは、人問の言日柄　為にともなう心理や状rl止

〃）神々相に対応するものである。ある人物の［蛭を引用するという純拙こパ訂1

一、押」i了紬こととまらないで、それを超越したところで、報道‖J書は、板雑な現

′夫の．削りを内接話法というスクリー／に映いLjそうとするものなのであろう。

ところで、JJJWrP洲。ふとLp〃oJldp紙とのHHには、直撞訂最、における仁、比

内′在の取り扱いノノのノ■しで人きな相違かある）すなわち、前者はk連内容をそっ

くりそのままの形でルJ、Lようとする似向が掛、のに対し／て、後轟はそれを地

の文0）脈絡のなかに理めこもうとうる傾向か煉い。そのことは、l掲の29）と

30）の2つの例を比較してもすでに歴然としているが、その結果として、⊥e

朗oJZdp縦においては、直は詰法とm接詰止との混交休という、．湘」、形態のう

えで叫l沫深いケースが認められることがある。29）のなかに兄一受けられる事例

1日8　－



叫小フランス語州接川桁」、（．111日

のはかにも、われわれの－トーノヾスのなかでは、さらに次UHつU）例を指摘する

ことができる

31）Lechancoll（、r（ierhard針11日）（1pt ad占elar6f11rlSSue〔lusommeLqucllAト

Il・廿日尺nt・rIr川JJハJJJ川…IイHJ■什JJH・〃〃t、りII／〃′付目・（、／〃付けJ…・夕月u

COuI・sdelan6gociation（SNl）

32）A Pa－11S，1el）上（；sl（lpI－t〔lela（0111m1SS】On d（、S山la】－eSさtlanが1、eS de

llAssomb160natlOr”］C，FranqoISJJOnr1e（PH），d叩loreunaecordqau

′・‘〃＝／バIl高、rJt・…日付′一t・－JtLJ■川バHntり′－Jf′川‥7－－／■叫肛り川…J姉川＝イ〟l一

gαmO柁‘百g〟eぶ紬OJざme8〝α〃0円α瓜か（SNl）

33）L’l11ys6pd6mentavp（L（）l（1eetunLllllllSいebelg（－aLTlrmCPut）ll。uement

qu●ilatrou、・6〟deqUe月Cんげ〟rem〆e加わr〝leぶ（SN5）

これらの：うつの例のいずれもが、純粋なIltl接日．hよに容易に．1‡きかえられうる

にもかかわらず、なセムeJl九〝（J（ノ紙のUJ君は、LJかこよっては丁の込み弓き

たこうした記述rJ、をとろうとするのだろうか。つには、JHHに際してのチリ

カノーかそうさせる的たといえる（）そのこと机瑞的なぶれは、⊥〃」Wonde弧で

は、弓‥Ijのヰユメのなかのし．葉が、J川はしてンステてチノクにイクリノク体

で印字されているのに対して、留保をl川′」とするl粧靴確保のキュメlのなか

の言葉は、必こイタリノク体でl叶J・されてい机、という－rけ英において認められ

る

34）rllelle礼alLla、rt）lont6〔les《petitH》I）ayS d（一日InI刷　LeS《grands》

avalentlps（〉し1日（1’1111（1（：くmlI1－1HSl（）H m01nSlMllllHLゝtl町UtSlPOSSlblunt－

d6passantpasIoscullとlぐtuelか20mcmhrcs．uflnqtleSOn L（）n（：tlOnnC－

nlenLrleSOltPaSl）aralい息（SN3）

35日」aIうe】glque Ptlpl）nlt帽al，（lL‖111さlleIl＝llLlU1tena山1と1110nde des

《pctitspays》，r）ilrlcLntdcqultt（ゝr Lcsommot，椚antdflH（ゝrnvISeI（S

N5）

36）r）～川Sles hl】PlmgS《・椚》or糾nlH毎（1と川SlL】S gI珊ds hhuIs de NICe，

てTarquCSChlIarnlnr差lS6t66pnrgnilT）11rlpsrumpllrS（SN5）

；37日」’U1－10一一aVan（仁lSul（1essLL」etSLlホS《inL柑l・atCurS》，ぐOmm（、1am（〕nnale．

一一川）



HJ川フラノス語叫l■購．浩法（LIJnl）

1a d6fense，1e drolt des soclbt6S，SanS Se donnerles moyenslnStltu－

tlOnnelsn6cessalreSalagestlOndeeesapprofondlSSementS（SN7）

これらの例はいずれも、「11晒Jでいうところの」という含みをもたせるため

のキュメの仙いんであって、同じく甲一の語をギュメで州んではいるものの、

明らかにすくれて扶掴勺なニュアンスをもたせた使い方である次の例なととは、

はっきりと　線を画すものである

：洞）LeSamedlSOlr，laFranceappelleencoresespartenalreSafalredenou－

VeauXKsacrifYcesh pourquun accordeambitieux≫solt enfln Slgn6

（SN5）

このようなチリケートで減便な記述態度が、l二述のような「直接・間接混交

轟ム」をも／ト射lけにいたったと見ることが・け能である。なぜなら、イム適者の

【‾潤は、引田の長さが如けれは短いほと忠実に報苫されうるということは、わ

れわれの躍らが常日頃から経験していることであって、したがって、引川の止

碓さを期すためには、それをできるたけ簡潔な形で堤小するように心かけるへ

きたからである。

しかしながら、そこにはもう一・つ別のファクターも介在していると考えるこ

とができる〔）すなわち、すでに述べたように、⊥助preSS誌の記者とは対【剛勺

に、．Pル0nde紙の。L上者は、由接話法の†ム達内容を自らの地の文の脈絡に取り

こもうとする息、欲か強い、という傾向かそれである．

39）LIOnelJosplnaSemb16en prendrelamesure，enlndlquant e’lbprbsT

〃JCeeぎ′d加eα〟fre朋hre．JJ侮〟′αわorderCe8扉efαUeC〟〝epαr／bgfe

dh〃－川川fHIJJ両JJl・り〟情・．用心トHWJ…｝油・l・rr川JJJJt・－イJ一日付k什JMJr・rr

q〟eJo〝pO心rr（侮reか（SN2）

40）Carlalielglque，nOtamment，refusefarouchementdedlSpOSerdemolnS

do voIX quelos PflyS－13as au eonselI europ60n EtlnSISte malntenant

avecprovo〔・atlOn　紬JJα爪tα〟CeCO朋～d色req〟eJαd虐m叩r叩九ggJ紬王ffme

uTld cl・0（・hagq qublledoTLllelbxempleぶ，en Offrant allAl1emagne un

pnldssupⅣieulauSlmn（SN5）

これら矧同種の例の一部にすきないか、39）も40）も、∫川1】されたセンテンスが

一一1日－



帖■」トフラノス語の直接山1法（．㌧＝】）

小文字で始められている。39）の例にいたっては、後続のセンテンスが人文了

で始ま←）ているにもかかわらず、そう仁一）ているのであり、さらに、最後のど

リオトがキュメの外にJJたれてもいる。　一方、40）では、引用部分と毒味的に

も絞り書的にも深くかかわる地の．．▲葉が、それの市後に札付■rrされている。上だ

凡才（）mdp紙におけるイム蓮内一往の捉小形態が常にこうい一）たふうたというわけで

はないが、【U腑紳）捉′リノ法がその。J寸描）随所でとられているのは」l実である。

再楼廣法を地の文のなかに理めこんでしまおうとうるこの種の傾向は、あえて

いえは、今性は絞り＝】用に支、」するデリカシーのなさのよれだと見なされえようで）

なぜなら、被り困川の‖伴も、とのような形であろうとも、州lはれる臼分の言

葉が卑小化されたり　邦l■川除されたりすることを、しだんではいないはすだから

である。

もっとも、上e凡才Unde紙において弓日日m所がイタリ　ノク休でl117されている

ことは、そのことを巨分に†賞いうるものたという兄ノ」もできるかもしれない｛

いずれにせよ、Jノ〃∫J）rPIS誌のようなシンフルな表．訂法を灯むか、LP〟0mdp

紙のようなソフィスティケートされた去1己rJ、各町むかは、読者それぞれの嗜好

にかかっているといえるだろう。

6．おわりに

工としてL」浩′芋的軌1】、・文体論的観ノ∴・、・帽神学的壬仙■r、から、われわれのコー

パスにおいて叶　め上れる直接【．．モ／」、の日和り遇を以lで椴。寸してきたわけたが、も

ちろん、資料休にJ－トjく‖J述分析というものかけっして免れえない、コ・－ノヾス

の限定作という世が伐るのはいかんともしかたい。しかし、由接こ．1法にかかわ

る．箭問題の重■要な都分は、本稿U）なかに網羅できたのではないかと想科される。

とりわけ、←L’6meLLeur・－JOurnullSteraPPOrtCaur6eoptouトIe（血ur　《Xdlt

［dlIa，adltJY》＞というフ〉ロトタイプを．設定することに上って、直接詰法と

いうテーマに人きな視野からアフロー‥千することができたいは、この論考でび）

小さくない成果であった（，それにより、l肘，．省である．，し用lをめくって、1己

引本体と付l捌′J構成要糸との槻灘について考察できたし、あるいはまた、．．己車

111



日」Hiフラノス．．7号（ノ州臨．吊」、（．】‖）

本体において．】古か‘1分を詩小するさまさまな例に触れることもできた。さら

に、後省の∴■1と閲通して、「受信者である読者」についても、限定的ながら［

蚊できたのはよか－）たと比tわれる。もっとも、論考のなかでも述／＼たように、

御．－れこついて語ることはそのまま′受イ盲プ引こついて．語ることにも適しるわけで

あり、少なくとも観念的意味における読者については、本稿の全休を適してそ

の様相がl分に小されえたといってよいたろう。一方、祇誌の購田賞という現

実レ）直川にはほとんと触れる機会がなかったが、そのような社会∴詔〟的な考

察は他日に‖褒ることにしよう。

そのほか、「イム連名」、「伝建動詞」、「侵三通内容】のそれそれについては、形

態の種々仙とその鞘後に存在する決定婁l人Ⅰを明らかにすることにわれわれは亡・：

を／い、た。いうまでもなく、その試みは特車報道文という枠内にととまったわ

けであり、そういう意l味で、音説類型論（typologledesdlSぐOurS）の全休とい

う広い祝庫から見た場合に、本柘でえられた成果は局限的なものにすきない。

たとえは、†山嵐動詞の用いられ方に関しては、それを小目見なとの文′】ア’的．ぅ。免の

場仁と比戯してみることなとが、興味深い検討課題として残一）ている。しかし

ながら、川題の全容を醗き［月かす端緒として、その一部の検討から始めること

は、それなりに有益烏ことだということも動かしかたい・如実である。〉

いずれにせよ、本稿での論考の対象とされた山積日石法を含めて、話法という

側面か［．．見附里論をささえる「旨輩な柱の1ったということは疑いを容れない。

注

目LlJIは．．．H、と聞払．ふ射）lLlり力を分析したわれわれの‖論考については、；人阪膵済法村

人′■告．丘■；某狛7が八日胱舶11日日に所収のlフランス．．．里軋超文における。占r加）も美按

「レクスプレ1』．－主項■f黒目LHiをめぐって－1を参軋

2）199抑現れでのム′だ叩／PS　ルの発jJr汁；敗は54軌肝ごあり、はかにl玉1際版として38

ノノ．侶力購■Hされている。l川の⊥ぐ几九nrJr紙の発寺」部数は389ノJ郡であり、そのうち

の124％は7ラ／ス‥l外で隅Hされている。

：日1968一拍7射l上1！）馴－19桐叶にカJ　タレ）首川を務めた。

目し、止榊描に上っ⊂発．．．仁日払を1つ直し紺什〕ように姑」、する例として、おそらく最

いlH′しいJr三組土、われわれの」－′、スではSQ2～4日月見HlLにおいて．汲められる
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時車うう／ス言吾のIl■†胤．信法（．早目）

‾ChIISLol）ll（ゝlSi1Il（k：射力lePUuIt、XilかI毎》（SQ2）

‾M五leMalavl）y　げ（）lInt】l um「tJytll（】HkISしく1nCP（OmrrlLlnノ（SQ3）

－Ⅰ）asCal】J左1111y　射Ⅵ】S（）11日代目lplllultllilL rm1才（SQ4）

これら叫ムは行かい隼岬附．加）針押）．，克パに馴染みの抽い人々であることは、佃川

な人物紺介か汽リートのむかでなされていることかりヰ〕ノ竜えるか、それにヰ）かかわら

ず、この上うな揖′」、彬†酎ま、これLJ出発．．．モィげlU）‾1刑l圧」を酢胡する糸．■．県に左1て

いる。

5）このぜdlS【11L－0作目二1いては、これ日用■川1叶ごJ）一1て、Lたかって、ここでレJnl一

にはlイム連帯」としてのト全行憐瀧沌点け）ることかできないと巧えるIrl」さもあるだろ

う。しかしノなかレ）、ここ町川後を（ゝOtl〔llSaltLIuH’lltillL「］とか、〔1■utalt，COmmU

n一日11Salt，［］＼ンとかの．．いl－1日こ宥易に．trきかえることかできるuH、ここでのon

にも■t∠、通れとしてけ級能もはめることはl分に・rJ能で∫）るゝ．

6日大lみにムp〃ondp紙では、こレような場nにかき㍉て、寸ユメU〕なかの日出叫かイ

タリ　ノク休でl刊Tされてい机、（．1Tしくは本稿第　mを室川されたい．

7）われわれの」【′、スには、本も・第用」で触れるl直は・…‖別止交．．．1／山で用いられ

ているものも缶が）て、U■r胤占法で仙川されている†ム迅動．∫・・」は廷へ敗亡61あるが、純粋

し、蓮丑山・・Jの仙川は7例を敬えるのみである。そのr人」訳は、nJ。utPlか1回、dlrnが3

LUl、r呵）1）亡l（ゝt∵が目し日、18Ⅰ）軋ピーか2日・rである。このうち、LlHL、に一）いては、3－」の恒

例のとれも、く前日∵パ∴カニ、という典サ川′Jハクーノでは‖ハ、し，れていないことが山目

される。すなわち、そのなかの21は、それそれ《（0mm日日tlH（11Lps〆、ぢ（llS〔llt－Un》と

いう、はか叫ム迅軋．‖」と代轡できる＝J能性か低い．いrrr】して（lllPか仲われているも

のであり、また、HT」省の－j岬りはIl■日産．．．用、〃凡、迅甘いリなかで用い上れているのであ1

て、発イ］賞に帰せられるへさではい、し，城る1Jは、灯1Hub（、rtV吊rlnCCLI）】（－rrぐ

Mos（、l）Vltl，VISll）1（、mml再ulS由，Vl（ゝrlrllゝnL dln t小1（山iu（lSInOtS“0Il（11SrutC．On

avaI附しyal）HHl（lhlnra許し」‖》という彬で仙われているものであり、ここでは

《（llr（、qlユ（11qucsmots3という凪砕1ゝ休かt∠、迅内容を埠人している。さし）に、2【＝Im

rdPetclも、「勧り返していう」という典里爪疋・岨こおいてr竹二川いりれているのではな

く、1付出ん封江川胡人々軋心理扶態せ喚起車るための＝一丁‘jt叩1（、SClmuC【ltLlDnP1

－丁（）S1－1・1l’rva■州いきl痛い1云＝㌫汗・（てtd rllPuX VHutl）dSJ■aHUl（1－1U■utl aCCOrd uu

lahalH　））、ヰ）う1い■lはし迅石目舟の心理扶態や喚起するための（r●■（）11し11SnlL（、，On

nvanrC，yaPaSdぐl）1帆Ig（－　rmSdphl。rrlgt、…HHHぐtltn　〉′rlr）．iH（hl）1。rrlgP

－¢pらte mさcnl11qLlUml－ntl（1m】nlSuP d（－S HHnHPS　いarlかT（、S，F一、7－－日ln H（）tll）11（－

［］》）、それぞれ仲山「小J使われノノ小鳥されているのである．

侶　われわれ0）コ一一ハスにおいてIl‘購．．．「．法で仙川されている†ム迅帆．昨日ちでは、61の

－11：う



椚Hプラ／ス．．吾しり直接日．弓は（．17日）

延べ独り左かの9つ（15％）が、このような疑似的は迅動詞である。屯視を除いた‘夫数

でいえは、これは43の里例のうちの21％にあたる。

リ）本稿のコーパスのなかでは、l甘陳の■j岬」ははかに卜がu受けられるのみであるIJ

l椙の＝）Cノ）仰こおけるゼ「11叩Ⅰ抽htmexlrall一，VICeI止eFux，afrlCllalLurlt】〔ll

ol－11TT11㌧1m、“l，ouLlnI）一Prm昌teioISrI（lSOnlllStOlle，1’AmbLlquPlaLlmmune（han（fl

証snl有r加Iapntll・】PLき■’倉も、そのうちの1つであるが、こ〟）中側の場合は、《hPl

（）1）tlmlSmll）と機続（叫ム⊥封ノす往とかl日日師拍1係になっているという縮刷ヰ）「一丁能だが、

、LJfirhulLunlj（、】optlmSme》という通辞刊本カ、、後続叫ぶ退出作をJ薄く1つ叫ム迅

仙1日J†・」の捌きをしていると兄左うこともできる（）

10　紬捌′戊休緋勅こバいては、両は論文のpp60－61を参照されたい〔
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